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宮崎駿『天空の城ラピュタ』の名画レイアウト術
─ ボッティチェルリ、ブリューゲル、グレコ、ミレー、ゴヤ ─
The Layout Method of Masterpieces in Hayao Miyazaki’s “Castle in the Sky”

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































14） 大 塚 英 志『「 お た く 」 の 精 神 史 』 講 談 社、
二〇〇四年
15）叶『宮崎駿全書』一九四頁
16）ダイダラボッチについては柳田国男が『妖怪談
義』などで述べており、宮崎もこれを参考にして
いたと考えられる。『花咲爺』と製鉄の関係につ
いては、叶『宮崎駿全書』の解説が詳しい。
17）渡邉大輔「宮崎駿試論「ポストモダン」をめぐっ
て」『映像研究』二〇〇四年三月
18）拙稿「『天空の城ラピュタ』の漫画技法」、拙稿
「宮崎駿と手塚治虫」
19）『ラピュタ』でシータとパズーが手を繋いで空
中を浮遊したシーンは、『千と千尋』の千尋とハク
が手を繋いだまま空中を浮遊するシーンに引用さ
れている。
20）宮崎駿『風の帰る場所』ロッキング・オン、
二〇〇二年、四十七頁
21）鈴木敏夫『仕事道楽』岩波新書、二〇〇八年
と同時に、立体的な欧米建築とは違って、平
面の組み合わせによって成り立っている日本
建築の美を伝えるという意味でも成功を収め
ている。また、プロデューサーの鈴木敏夫は、
垂直・平行の動きはジブリが発見してディズ
ニーに影響を与えたものだと自負する21）。こ
れも〈日本製〉のアニメーションをジブリが
発信しているという自己主張だと見なせる。
　本稿冒頭に述べたように、名画引用は、ア
ニメーション自体を絵画として眺めることが
出来るものに高めていくという、宮崎が目指
してきたものの体現であると考えられる。そ
れはディズニーを超えた〈日本製〉アニメー
ションを発信していくことを意味していると
言えるだろう。ディズニーが出来なかったこ
とを、自らがやろうとする意欲を感じること
が出来る。〈動かない絵画にアニマ（魂）を
吹き込む〉ことがアニメーションの語源なの
だとすれば、動かない状態の絵画の美をアニ
メーションに眺めるというのは逆転の発想で
ある。しかし、平面的な漫画映画に立ち返り、
そこに絵画性を眺めることは退行ではない。
名画を引用し、静止画面に記録的性格を持た
せることで、リアルな「偽史」を作るという
新しい方法なのである。
注
１）佐藤忠男との対談（宮崎駿『折り返し点1997～
2008』岩波書店、二〇〇八年、五十三頁所収）
２）DVD『WALT DISNEY ディズニーアニメーショ
ン、創作のルーツ』ウォルト・ディズニー・スタ
ジオ・ホーム・エンターテイメント、二〇〇六年
３）拙稿「『天空の城ラピュタ』の漫画技法―宮崎
駿の手塚治虫批判とジャパニメーションの時代
―」『映画研究』第五号、二〇一〇年十二月、拙
稿「宮崎駿と手塚治虫」（杉野健太郎編著『映画
